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科学系博物館に お けるデジタル ・ ア ー カイ ブの 現状 と課題

国 立 諌早青少年 自然 の 家　井上　透　
＊ 1

京都 工 芸繊維大学　　　　杉長　敬治
’ 2

〈概要 〉博物館は、デ ジタル ・ア
ー

カイブ を活用 し た学校や個人 へ の 生涯学習支援を拡大 して い る。

全国科学博物館協議会 に加 盟 して い る 234館が開設 した ホ ーム ペ ージ に 公 開 され て い るデジ タル ・ア
ー

カイ ブを、文部科 学省 の 「社会教育調査 」 、日本博物館協会が行 っ た 「日本の 博物館総合調 査」 及び

国 立 科 学博物館 の ホ
ー

ム ペ ージ ニ
ーズ 調査 に よ り比 較分柝す る と、資料 ・標 本 の デジ タ ル ・ア

ー
カイ

ブ化 の 進展 に比較 し て 公 開 が 遅れ て い る こ と、学習ソ フ トウ ェ ア ・教育デ ジ タ ル
・アーカ イ ブ の 多機

能化 が 進 ん で い る こ と
、 博物 館デ ジ タル ・ア

ー
カ イブ の ニ ーズ が高い こ と が判明 した 。

〈キーワ ー ド〉博物館 、 デジ タル ・
ア
ーカ イブ 、 学習ソ フ トウ ェ ア 、生涯学習

1 ．は じめに

　 （財〉日本博物館協会博物館 の 「日本 の 博物館総

合調 査報告 （2009年3月）」　 （以下 「総合調査 」 ）

に お い て は 、各館 （回 答2257館）の 抱え る 問題 と し

て 60．3％の 博 物館 が 「入 館者 が減 っ て い る 」 こ と

を挙 げ て い る。そ の た め 、博物館が入館者を増や

す取 り組 み と して 「広報活動 の 増強 」 （71．8％）、
「特別展

・企画展 の積極的開催 」 （67，6％）等 が挙

げ られ て い た 。

3 年毎 に 実施 され る 文部科学省の 「社会教育調

査 （2008年 10月調査 ）」 〔以 下 「社会教育調査 」 ）

で は、博物館 （博物館類似施設 を除 く1240館）の

「情報提供方法 」と して 「独 自ホ
ー

ム ペ ー
ジ」（966

館）が 最 も多 く、 「情報誌 （パ ン フ レ ッ ト）」 （910

館）、　 「マ ス メ デ ィ ア （放送
・新聞）」 （906館） 、

「公共広報誌 」 （818館）を上回 っ て い た。

　こ の こ とか ら、ホ
ー

ム ペ ー
ジ の魅力を増す、映

像、音声、動画 を取 り入れ たデジ タ ル ・アーカ イ

ブ の 充実状況 を、全 国科学博物館協議会（以下 「全

科協」 ）加盟 の 博物館 が 開設 した ホ
ー

ム ペ ー
ジ の

分析に よっ て 明 らか に し、今後 の 博物館経営 に資

する必要 が ある。
2 ．科学系博物館ホ

ーム ペ ー
ジ の 分析

（1＞調査対象 ・調査期 間

　全科 協 は 1971年に発足 し、自然史博物館や理 工

系 の 科学館 、技術館 、プラネタ リウム 、自然史や

理 工 系部 門を持 つ 総合博物館 、動物園、植物園、

水族館な ど234館 が加 盟 し、機 関誌 （隔 月 ）の発

行や研究発表大会、海外研修事業を実施 し て い る。

全科協 （htt ’r7jcsm ，　kahaku 　 Q，
’
）ホー

ム ペ ー

ジ を参考 に、2010年 4〜5月各加盟館が開設 し た ホ

ーム ペ ージ にアクセ ス し調査 を行 っ た。

（2）対象館 の 分類 とホ ーム ペ ージ の 有無

　全科協加盟館を分類 す る と、理 工 系 の 科学 ・技

術館が 47％、自然史博物館が34％、総合博物館が 15％

で あ っ た。　 （図 1）
図 1 分類別調査対象館
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（課題研 究 ユー1）デ ジ タル ・ア
ーカ イ ブ の 新 しい 展開 と今後 の 課題（1）

　全科協加 盟館 の 97％ （図 2）の 博物館 が ホーム ペ

ージを 開 設 し て い た 。社会教育調 査 の 博物館 （登

録博物館、博物館相当施設 ）は 78％、博物館類似

施設は 40％の 開設 で あり、科学系博物館は 比 較的

ホ
ー

ム ペ ー
ジ を通 じ た情報発信 に 熱 心 な館が 多

い こ とが推測され る 。

　なお、87％の 館 がテ キ ス トだけ で なく画像付 き

で 展示物 の 紹介 を行 っ て い た。

　また、特別展や企画展 の情報を47％（図3）提供

して い た こ とか ら、半数 を超 え る館は常設 ・通常

展 示 以 外 に ス ポ ッ トで 展 示 活動を行 っ て い る こ

とが推測 され る 。

図 3　特別 ・企画展情報 の 有無

　国公 立 の 大規模 館 で は 、特別 展や企 画展 の PR

手段 と し て ネ ッ ト活 用 が 一
般 化 し て い る。

　ま た 、ネ ッ トに よ る 展示品紹介シ ス テ ム と し て、

国 立 科学博 物 館 （以下 「科博 」）の 事 例 が あ る。館

内 に 設 置 し た PCネ ッ トワーク に よ る 展 示 情報 シ

ス テ ム を構築し、館内で デ ジ タ ル
・アーカ イブ化

された解説テ キ ス ト、画像、音声、動画を提供す

るとともに 、知的財産権の 処理が 不 可 能なもの を

除 い た コ ン テ ン ツ をネ ッ ト上 に公開 し 、 利用者が

事前事後 学習に活用 で きるよ うにして い る。作 品

保護 の た め 定 期 的 に展 示 品 を入 れ 替 える歴 史

系
・美術系博物館 で の 実施に は 困難 が 伴 うが 、館

内 の 展 示 品解説 と そ の ネ ッ トへ の 連携 し た 公 開

は 、学校や家庭 へ の 学習支援の 観点か ら、今後、
ニ
ーズ が 増大す る で あ ろ う。

（3）資料 ・標本 の デジ タル ・ア
ー

カイ ブ化

  資料 ・標本デ ジ タ ル ・ア ーカ イ ブ化 の 現状

　博物館が所蔵 （収集 ・保管〉し た資料 ・標本を

ネ ッ トや館内公開する こ とは 、

一
般利用者の 学習

支援や 研 究者 の 調査 研 究活 動 の 基盤 と し て 重 要

で あ る。ネ ッ トを通 じて 公 開 して い る博物館は 41

館 （18％） （図4）に留ま っ て い た 。

　 しか し、総合調 査 で は、電子化 された 「資料 台

帳 」を961館 （42％）　 （図 5）が 持 っ て お り、電子 的

な資料台帳を 作成 は し て い る が 公 開 し て い な い

館 が 多い こ と が 推測 され る 。　 （図 5）

図 4　資料 ・標本ネ ッ ト公 開 の 有 無

図 5　電子化 され た 資料台帳 （総合調査 ）
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　 そ の 原 因 と し て 、財 政難 に よ る シ ス テ ム 開発 の

遅れ 、知 的財産権 の 処 理 、絶滅危惧種 の 採 取場所

公 開に よ る 自然環境 へ の 影響や 過 去 の デー
タ の

信頼性 な どに よ る館の 自己 規制等が考え られ る。

図 6　資料 の 収録 ・電子化状況 （総合調査）

ほ ん の す

14 程度

9B 、1．〕％

無 回 答

　総合調査 （図6）に よ る と、961館中439館 （46％）

が 「ほ とんどすべ て 」 を収録 ・電子化 して お り、

3／4、半分程度を含め る と76％に 上 っ て い る。今

後 、社会 ・
国民 の 共 有財 産 で あ る 電子化 さ れ た 資

料台帳の 公 開が速や か に実現 され る こ と が 期待

され る e

　なお、資料や標本 を公 開 して い る博物館の 93％

で はテ キ ス トだ け で な く画像 を付加 し 、 デ ジタ

ル
・ア ーカ イブ化を行 っ て い た。
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　先進 的な事例 と して 、科博 の 日本産 魚類デ
ー

タ

ベ ース が あ る。これ は 、他 の 博物館 、大学 、 研 究

機関 と の連携に よ り約 20万件 の データ を、メ タ

（目録）情報 だ け で な く、タイプ標 本 （学名 を新

種と発表 ・
記載 し た 際の 実物標本 ）の 高精細 の 映

像や X 線映像 を含 んだ ア ー
カ イブ と して 構築 し

て い る 。 さ ら に 、 地 理 情 報 シ ス テ ム

GIS （Geographic 　Information 　System ＞を活用 して

地図上 に標本 の 採集地 点の 緯度経度を マ ッ ピ ン

グ し て 公 開する な ど、種 の 同定な ど研 究活動 に活

用 され て い る。

　ま た 、機械産業記念事業財 団 （TEPIA＞では、所

蔵 し て い る 3700本以上 α）産業映画 の デジ タ ル ・ア
ー

カイ ブを ネソ ト上 で 公 開 して い る。

  国内 の 横断的な博物館資料標本情報 の 公 開

　科博 は 口本語 に よ る標本資料の 横断検索を行

うため、自然 史系各館に特有 の データ フ ォ
ー

マ ッ

トを調整 ・変換 （デ
ー

タ ク ロ ス ウォ
ーク）で き る

ソ フ ト開 発 を行 い 、参加館 ・大学 に 無償 で 提 供 し、

変換 され た データ の 統合 ・ネ ッ トワ
ー

ク 化 を行 う

「サ イ エ ン ス ミ ュ
ージ ア ム ネ ッ ト・自然史標本情

報検索シ ス テ ム 」 （図 7）を開発 し運用 し て い る 。

2010年6月 に は約170万件が提供 され て い る。

図7 サイ エ ン ス ミ ュ
ー

ジ ア ム ネ ッ ト

フ ル エ ン ザや西ナ イ ル 熱、テ ン グ熱等感染症対策

に活用 され て い る 。

（4）教育デジ タル ・ア
ー

カイ ブの 状況

　25％（図8）の博物館が資料 ・標本の ネ ッ ト公開

以 外 に 学習 ソ フ トウ ェ ア と し て 教育用デ ジ タ

ル ・ア ーカ イブ を開発 し公 開して い た。

図 8 教育デ ジタル
・ア ーカ イブ の 有無

　
石
：購 霾孅 凱 ・趣

一
資 点 1ぎ

1 …，pm 　　蹄執 　　・戴 　晒 螂 　
广い

’
／PgPtsn ．”Ar凄

2継
略 臙

丶
雛 躰 ・・轍 丶 li嚇 藷蝋

　 　 　 呼 1帰　 　　tt
tMVtltin 耳：M 』．1厂一」＼一．？1m
坐 τ■’珊eilor喚’9るこ肋

「．「4き」

　　　 一tF7 　−，　　　　　　　　　　　　　　　ウ」F‘t・　　　・
剄 自稼土h闘，柵か睡盲了る ：h　　 迴 ロ博距 弼 1こ所属丁仁研竇 霞噛’丁
訓 ，呼 課 す 十卩Otop ！tken ここ　 　　呈 直票硬刺 ｛rr かで胃塞すり・’亡君町

キ
−UL ト　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ト　ワロド

　 　 　
“
韆 」　　　　　　 鑞懸醗

キ
．
ワ
ー
ト

鬱警臨 惣 ヨ 1
鞍 聯

卿ハ樅鯲匸EEtk
甘 nvt土吻野 引 主1；瓢 L9 然豊1防 価帽を酔ずらニヒウ1F世ゴ冒

》
印
窒 7・t　・t

i澗 胴 　　　　　　　　　　i瀾 閃

「　t　’ttt匸”「宀1．二t
’／／1　’　　 1亠冊．：LL ．　　　　 　　　　 　　　　 巳 鞭 η耳研嗣 デー9肯韻 1コ1脹 脚1をと「，哂广　 ：削．　　、　プ＼一　こ一畸1．＝　一ア，　．−　F．　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ，た囁

　なお、こ の シ ス テ ム で 整備 された 日本 の 博物館

標本データ は、世界規模で生物多様性情報 の 流通

を行 っ て い る 「地球規模生 物 多様 性 情報 機構

GB工F　」　　（Global　Biediversity　　工nformation

Facility） を通じ、全 世界 へ 提供 され て い る。

　GBIFは 各国の動物 、植物、微生物、菌類等生物

多様性 に関す る デ
ー

タを有する研究機関、博物館

を （分散型デー
タベ ー

ス に よ り）ネ ッ トワーク化

し、全世界的に横断検 索に よ り利 用す る こ と を 主

目 的 と した 国際科学 プ ロ ジ ェ ク トで あ る 。 現在、
GBIFを通 じ て 全世 界 で 1億 9千万件 の デー

タが提

供 され て い る 。

　 こ の よ うな、博物館を 中心 と し た 自然史標本 の

内外 を通 じた広域 ・大量 の データ 提供 は、地球温

暖化 シ ミ ュ レ
ー

シ ョ ン 、生物を媒介 と した 鳥イ ン
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　提供され て い る教育デジタル ・ア ー
カイブ の コ

ン テ ン ツ は科学実験の 方法、天体写真 と解 説、動

植物 図鑑 、自然観 察 の 手 法 、動植物 の 鳴き 声 ・動

画 な ど多彩 で あ る。98％ の デ ジ タ ル ・ア
ー

カ イ ブ

は 画像付 き で あ る （図 9）が 、音 声 （34％）や動 画

（31％〉な ど の 機 能 が 付 き、マ ル チ メ デ ィ ア化が図

られ て い た。

図9 教育デジ タ ル ・ア ーカ イ ブ の 機能
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　なお 、動画付 きデジタル ・ア
ー

カイ ブ の 67％は

理 工 系博物館 で 開発 ・作成 され て い た。

　ま た 、ネ ッ トを通 じ た鳥 の 観察情報 や 魚類 写真

の 提供 な ど、市民参加型 ア
ー

カ イ ブ構築 の 試み も

始 ま っ て い る。こ れ らの 博物館デ
ー

タ ベ ース ・ア
ーカ イ ブは 「兵庫県 立 人 と自然 の 博物館 」 な ど多

くの 機関で 提供 され は じ め、収集場所 の 経年デ
ー

タ比較に よ る環境破壊や地球温暖化 な ど学校 の

環境 学習 に も活 用 され て い る。

（5）利用者 との デ ジタ ル ・コ ミュ ニ ケ
ー

シ ョ ン

　メ
ー

ル マ ガ ジ ン の 発行 は、21館 （9％）、プ ロ グ

を開設 は、19館 （8％） で あ っ た。メー
ル マ ガ ジ ン

に よ る利用者へ の ダイ レ ク トな広報や 、プ ロ グを
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（課題 研究 ユ
ー1）デ ジ タ ル ・ア

ー
カ イ ブ の 新 しい 展 開 と今後 の 課 題 （1）

活用 し た博物館 と利用者 ・利用者相互 の 双 方向 の

交流が進み つ つ あ る。

3 ．博物館デジタ ル ・ア ーカ イブ の ニ ーズ

　科博は ホ ーム ペ ージ の リニ ュ
ー

ア ル に あた り

2007年9月 7〜17日、ホ ーム ペ ージ 上 で ニ
ーズ 調査

を実施し た と こ ろ、341名 の 回答 があ っ た。

　興味 ・印象に 残 っ た コ ン テ ン ツ （図 10）と し て 、

常設 展 （63％）、特別展 （60％）、企画展 （39％）な どの

展 示 関 係 が a 一ザ か ら 高 い 評価 を 得 て い た
。 次 に

イ ベ ン トガイ ド（47％）で あ っ た。本格的 なデジ タ

ル ・ア ーカ イ ブ と い え る 「デジ タル 図鑑や フ ィ
ー

ル ドガ イ ド」 （23％）、　 「過 去 の 特別展
・常設 展 」

（23％）、「学習に役立 つ デジタル コ ン テ ン ツ 」（22％）、
「バ ーチ ャ ル ガーデ ン

・植物園 」 （17％）が興味を

集 め て い た。さらに 、研 究者か らの ニ
ーズ が高 い

と思われ る 「標本資料データ ベ ー
ス 」 （17％〉や理

科 教員か ら の 要望 が 高い と思 わ れ る 「学習 シ
ー

ト」 （16％）に っ い て も一定 の 評価が あ っ た。

図 10 興味 ・印象 に 残 っ た コ ン テ ン ツ （科博調査）

案内 （8％）、ア ク セ ス 情報 （10％）、イ ベ ン ト案 内

（13％）な ど来館時に 必要 な情報は合計 31％ で あ

っ た が 、研究活 動 （19％）、デー
タベ ー

ス 関係

（14％）、常設展案内（8％）、特別
・
企画展案内（6％〉

等デ ジ タ ル ・アーカ イ ブ化 が 必要 な コ ン テ ン ツ の

合計 が 47％ に 上 り、充 実 へ の ニ
ーズ が 高 か っ た 。

図 12 新設 し て 欲 し い コ ン テ ン ツ （科博調 査 ）
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　回答者の 14％ （47人〉が コ ン テ ン ツ の 新設 を望

ん で い た。内訳 （図12）を 見 る と、デジ タル ・ア ー

カ イ ブ に 関す る も の と して 、子 ど も向け コ ン テ ン

ツ （34％）や科学
一

般 （26％）な ど、大 人や子 ど もを

対象 に し た具体的 テ
ー

マ に よ る コ ン テ ン ツ を求

め て い る こ とが推測され る。
4 ．おわ りに （課題）

　博物館デ ジ タル ・ア ー
カ イ ブ は 、ホ ーム ペ ージ

開設 を機に、常設展や特別 ・企画展 の ア
ー

カイブ

化が進み、PR手段 と し て の 機能 は 果 た して い るも

の の 、コ レ ク シ ョ ン （所蔵 して い る資料 ・標 本）

につ い て はデ ジタル 化 ・ア ー
カ イ ブ化 の 進展 に 比

較 して 公開が進 んで い な い 。今 後、国内の 自然史

研 究や科学技術史研究 を進 展 させ る た め に も、各

博物館 の 公 開 へ の 努力 が 求 め られ る。

　ま た 、教育デ ジ タ ル
・ア ーカ イ ブ ・学習 ソ フ ト

ウ ェ ア を 活 用 して 学校や家庭 の 学習 支援 を博 物

館が積極的に進 め るた め に 、検索 エ ン ジ ン やポ
ー

タル サ イ トを活 用 し、デジ タ ル ・アーカ イ ブの PR

と流通 を積極的 に促進する こ と が 必要 が あ る。

　なお 、 こ の 調査研究は平成22年度科学研 究費補

助金 「時系列デ
ー

タによ る博物館の動態分析」の

一
環 と して 実施 した。
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　また、回答者 の 21％ （70名〉が コ ン テ ン ツ の 充

実 を望ん で い た。要望 内容 （図 11）と し て は 、利用

　図 11 充実して 欲 しい コ ン テ ン ツ （科博調査）
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